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　曲線半径600m～1000m程度の曲線においてレール
が内外軌で逆方向にふく進し，まくらぎ直角変位が発生
している現象がよく見られる。まくらぎ直角変位の発生
は，軌間の縮小およびロングレールの安全度を低下させ，
ロングレールの設定替えに至ることがある。そこで，ま
くらぎ直角変位の実態調査と営業線におけるレールふく
進力の測定を実施し，まくらぎ直角変位の発生メカニズ
ムを把握した。その結果，緩曲線において，図に示すよ
うに内軌では列車進行方向へ，外軌ではその反対方向へ
レールふく進力が発生していることを確認した。抑制策
として横圧受け部の幅を広げる，または部材を強化する
ことにより，回転抵抗を増加させる構造とした改良形の
レール締結装置を提案した。レール締結装置の回転抵抗
試験，軌きょうの直角変位抵抗試験と解析によりまくら
ぎ直角変位に対する抑制効果を確認した。

（鉄道総研報告，2008年8月号） 図　車種別のレールふく進力の時間平均
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